













学位の種類 工 字 博 士
学位記番号 弟 3 6 3 2 干E玉1 
学位授与の日付 昭和 51 年 3 月 25 日
学位授与の要件 基礎工学研究科物理系

























と考えられているため， しきい素子の結合係数は均一で、あるとし，さらに，素子の入力結線を 2 通り
の方法で切り離したしきい素子回路網の周期的動作を考察した。他方，興奮性単調増加分布について
は，制限は置かないで，回路網で生成される周期パターンとそれを実現するための結合係数， しきい
司、
u
? ?? ?
値の条件を求めた。
これらの考察から 回路網の同期パターン類別に関する性質，また，現象的には同じ周期的動作で
もしきい素子の性質に依存した差異があることを見出した。いままでに，この形の回路網で簡単な
operator の概念を導入して回路網の性質を論じた研究がある。
本論文では，フィードバックルーフにしきい素子を用いていることから，これまでに得られている
結果の一部を特例として含む、より一般的な考察が行なえた。
論文の審査結果の要旨
本論文は回路構造をレフトレジスタ形に制限した白津動作をするしきい素子回路の性質を考察して
いる。すなわちシフトレジスタ形しきい素子回路の安定状態の存否および周期的動作の有無に着目し
た回路の一般的性質を考察し，これを基に無奮性，抑制性結合をなすシフトレジスタ形しきい素子回
路の基本的性質を見出した。
これらの考察からシフトレジスタ形しきい素子回路の周期パターン類別に関する性質，また現象と
しては同じ周期的動作でもしきい素子の性質に依存した差異があることを見出した。従来単一神経方
程式について論理機能に簡単なオペレータ表現を導入して安定パターンあるいは周期パターンになる
解が考察されているが，本論文ではしきい素子に基づくことから これまでに得られている結果の一
部を特例として含むようになり，より一般的な結果が得られた。これらの成果は Biomathematics
に新しい進歩をもたらせたものと考えられ 博士論文として価値あるものと認められる。
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